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要旨
　介護福祉教育は確固たる「介護福祉学」と「介護福祉教育学」の確立がない状況で介護福祉士養
成の教育が進められた背景がある．現在は，その介護福祉教育学の確立に向け新カリキュラムが
2009 年に発足したが，学問体系としてはまだ構築されていない．そこで，本学でも介護福祉士養成
のための新カリキュラムが導入されたことを機に，選択科目であるが「福祉文化」の科目を設立した．
この科目は，国家試験科目ではないが介護福祉士に何が重要であるのか学生に示唆するための一科
目と位置付けた．その一つの術として現代の学生が見落としがちな地域文化に焦点をあてた .
　その結果，学生の学びとしては，「福祉文化」を通して①「地域文化」の周知のなさ，②介護をす
る上で「地域文化」の重要性に気付いた . しかしながら，それを基盤として自分のオリジナリティな
介護を構築するまでには至らなかった .
　今後は，社会人となり介護福祉士として周囲の環境，更に，卒後教育において自己研鑽すること
で確固たる介護オリジナリティを構築することを期待する .
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研究背景と目的
　現代社会において，若者の格差社会が論議され 3 つに階層化される．大津によると，「グローバル
人材層」「なんちゃって高学歴層」「置き去り層」（大津．2012）である．
　「グローバル人材層」では，文部科学省の有職者会議が定義したもので日本人のアイデンティティ
を基盤に教養と専門性，異言語，文化を超えたコミュニケーション能力や協調性，新しい価値を創
造する能力や社会貢献の意識を備えた人物のことである．
　「なんちゃって高学歴層」は，大学，短大の進学率をみると，1990 年当初，3 割程度であったが，
現在では 5 割以上になっている．この 5 割の進学者が卒業時には，今まで，正規社員で雇用されて
いたのが非正規社員への雇用へ変換され非正規社員雇用増加が急増している．社会事情もあるが本
人が長期間労働を希望しない．転勤，責任が生じるということであえて非正規社員を希望している
ということも一要因となっている．
　「置き去り層」は，大学，高校の中退者で不安定な就勤を余儀なくされる．また，無職の場合である．
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様々な社会を背景に社会との繋がりが希薄になりがちな層である．
　このような 3 層があることをふまえると，本学の学生は介護福祉士として社会で活躍し貢献して
いるといえる．しかしながら，介護を取り巻く社会情勢はよいとはいえず介護教育を教授する上で
も暗中模索である．
　そこで，再度，「介護」について考察してみた．「介護」とは，広辞苑によると「高齢者・病人な
どを介抱し，日常生活を助けること」とある．この「介護」の言葉が誕生したのが 1892 年，陸軍軍
人傷痍疾病恩給等差例からであり，介護は施策としてではなく，恩給の給付基準であった．
介護の概念において中島は，「健康や障害の程度を問わず」，「その人が普通に獲得してきたところの
生活」に対して，その身の回りを整える上で支障があれば，『介護する』という「生活の技法」を「補
い支援する」と捉えている．また，その「生活の技法」の中で「直接的・間接的により，良い方法
を企てていく活動である」（中島 ,1992,p.12 － 13）とした．更に一番ヶ瀬は，介護を「専門的な対人
援助を基盤に，身体的・精神的・社会的に健康な生活の確保と成長，発達の改善を目指して，利用
者が満足のできる生活の自立をはかることを目的とする」（一番ヶ瀬 ,1993,p.6）と述べ，また，「生
活上さまざまな障害を克服していく援助の領域」（一番ヶ瀬 ,2003,p.63）と概念規定している．
　この「介護」という言葉は，介護福祉士の誕生で社会の注目を浴びたが，広辞苑における介護の
記載をみると ,1973 年出版の広辞苑第 2 版・1983 年出版の広辞苑第 3 版には、介護の語は存在して
おらず , 社会福祉士及び介護福祉士法が制定された翌年 ,1988 年出版の広辞苑第 4 版から介護という
言葉が登場している . その内容は ,「病人などを介抱し看護すること」( 新村 ,1977）と記載され , 対象
は病人に限定され , 看護まで含んだ大きな概念で介護が表現されている . 広辞苑第 5 版には、「高齢者 ,
病人などを介抱し , 日常生活を助けること .（中略）社会福祉専門職の一 . 日常生活に支障がある人
に入浴・排泄・食事・その他の介護を行う .1987 年制定の社会福祉士及び介護福祉士法による資格」（新
村 ,1998）と社会福祉士及び介護福祉士法第 1 章総則の定義第 2 条の内容まで記載がある . 広辞苑第
5 版の出版年は 1998 年であり , 社会福祉士及び介護福祉士法制定から 11 年経過し , 我が国における
日本語の代表的な日本語辞典の介護の語の説明の中で , 看護という語が消え , 社会福祉領域で、対象
は日常生活に支障がある人へと変化し、行為は日常生活を助けるということになる .
　しかし，一般の国語辞典では，1991 年小学館から発行された新選国語辞典では「介護」( 金田一他，
1991) について記載があるが，1993 年，学研から発行された国語辞典，第 2 版では記載がない．この
ことから，「介護」について社会ではまだ無関心だったことが分かる．
　また，介護を要する利用者への派遣事業は歴史的に見ても古く，法的にみると 718 年，律令国家
の「戸令」では，在宅介護として篤病者（重度障害者）および 80 歳以上の高齢者に対しては侍丁（介
護人）を給するよう定めているのが始まりである．また，ホームヘルプサービス制度は，1956 年，
長野県上田市で行われた家庭養護婦派遣事業が最初であるといわれている．このような高齢社会の
もとで急増する介護問題への対応策として，質の高いケアを提供する専門職が必要不可欠となり， 
1987 年 5 月に「社会福祉士及び介護福祉士法」の成立によって介護福祉士は実現した．
　そのような中で，介護福祉教育は確固たる「介護福祉学」と「介護福祉教育学」がない状勢で介
護福祉士養成の教育が進められた背景がある．その介護福祉教育学の確立に向け新カリキュラムが
2009 年に発足した．
　介護福祉学とは，松本によると「日常的な学問領域であり，介護を通じて人が幸せになるための
学問である」( 松本 ,2011,p.2) と述べているが，介護福祉教育学は学問体系としてはまだ構築されて
いない．そこで，本研究は，その一つの術として現代の学生が見落としがちな文化に焦点をあて介
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護教育の基礎的知識として考察する．
Ⅰ．福祉文化
　ここで言葉の定義をしておく．「文化」とは日常生活の中で頻繁に使用され様々な方法で使用され
ている．人種，民族，国籍を表すこともある．また，音楽，芸術，食べ物，衣服，しきたり，伝統
や文化的遺産における風潮を反映するということも指す．このように人間に関する様々な特徴を表
すために「文化」という用語を使用している．
クローバー，クルックホルン (Kroneber ＆ Kluckholn,，1952)，ベーリー，ポーティンガ，シーガル，
ダーモン (Berry, Poortinga,Segall, ＆ Dasen,1992) らが「文化」とう言葉の使用方法を 6 通りしめした．
①「記述的な」使用は，文化に関する異なった種類の活動や行動を強調している．
②「標準的な」使用は，文化に関する規則や規範を記述している．
③「歴史的な」定義は，ある集団に属している人間に関する文化遺産や伝統のことである．
④「心理学的な」記述は，文化に関する学習，問題解決および文化と関連した諸々の行動学的ア
プローチを強調している．
⑤「構造的な」定義は，文化の社会的，あるいは組織的な要素を強調している．
⑥「遺伝子学的な」記述は，文化の起源である．
このようなことから，活動，行動，行事や生活構造について述べ説明するために「文化」という概念，
用語を広範囲で使用している．
　更に，介護は「生活」に密着している．また，文化も何らかの形で「生活」に影響を及ぼしてい
る．このことは，バリー（Barry,1980）が，文化に関連している生活の側面を①一般的な特徴，②
食と衣服，③住居と技術，④経済と輸送，⑤個人活動や家庭活動，⑥地域社会と行政，⑦福祉，宗教，
科学，⑧性と人生の周期の 8 通りに分類した．
　一番ケ瀬によると，「福祉文化」は，「自己実現を目指して普遍化された“福祉”の質 (QOL) を問
うなかで，文化的な在り方を実現する過程及びその成果であり，民衆のなかから生み出された文化」
( 一番ケ瀬 ,2004) と述べている．
　以上のことから，「福祉文化」とは，“日常生活の幸せ追求”と考えられる．
Ⅱ．本学における福祉文化の展開
　本学でも介護福祉士養成のための新カリキュラムが導入されたことを機に，選択科目であるが「福
祉文化」の科目を設立した．この科目は，国家試験科目ではないが介護福祉士に何が重要であるの
かを学生に示唆する科目の一つと位置付けた．しかし，この科目だけでは現代思考の学生には教授
することが難しく，他科目の「介護の基本 B」との連動を図り教授した．ここでは，平成 23 年～平
成 24 年までの 2 年間を報告する．
　１．研究方法
　（１）調査対象と期間
調査対象は，本学の学生，平成 23 年度 2 年生，15 名．平成 24 年度 2 年生，14 名．平成 24 年度 1 年生，
21 名を対象とした．
　期間として，2 年生は，其々の年の 4 月．1 年生は，7 月と 11 月であった．
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　（２）方法
　平成 23 年度 2 年生に対しては，「福祉文化」の授業において，福祉文化の成り立ちの講義を 1 コ
マ実施しその後 14 コマを「食」「スポーツ」「音楽」「造形」と各専門の教員 4 名がオムニバスで教
授した．
　平成 24 年度 2 年生に対しては，「食」の項目に対して地域の「生活文化」を探るため学生自らが，
日頃食しているものを調理した．
　平成 24 年度 1 年生に対しては，2 年生の「福祉文化」に向けて連動している科目「介護の基本 B」
において 7 月に大正時代から平成時代までの「衣・食・住」について調べ，11 月には「生活文化」
として学外授業を展開した．
　２. 結果と考察
　（１）平成 23 年度 2 年生
　「食」の授業では実際に食事を作ることからはじめ「食」の大切さを学んだ．学生は「食」の文化
を体験するというよりもクラスメイトで一緒に一つのものを調理する楽しさを体験できたようであ
る . この時期から１年次の時よりも更にクラスの一致団結が伺えるようになった . 調理の様子は図－
１～図 4 に表す .
　また，「福祉文化」の授業アンケートにより，平成 23 年度 2 年生は，「福祉文化」としてはどのよ
うなものか理解するまでには至らなかったが，文化にふれ座学では学べない楽しさがあったと満足
しているようであった . このことは演習が多く，体験から学ぶことに対して楽しみがあり積極性が見
いだせた授業展開であったと推測される .
　今後は，多様な学生のニーズに合うような授業形態を心がけ地域の文化に触れ「福祉文化」の理
解を促進する．
図 - １ 図－ 2
図－ 3 図－ 4
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　（２）平成 24 年度 2 年生
　「福祉文化」について 1 コマ教授し，シラバスを参考に今後の学びを確認した．
最初に学生自身が佐世保市内で，興味がある地域を抽出した．県北部に居住している学生が全体
で 6 割であったせいか市北部の地域文化から「福祉文化」への関連性を調査したいとの希望が多数
であった．
　そこで，図－ 5 に示す佐世保市北部に位置する世知原町の「世知原炭鉱資料館」，「御橋観音と奇
岩の岩橋」，「弦掛観音」へと出かけた．
　表－ 1 ～表－ 4 より，世知原炭鉱資料館では，「炭鉱によって世知原町の発展はあり，今までの生
活様式が変化した．」御橋観音は，「周囲に緑の木々が多くあり交流の場や憩いの場になる．」更に，
弦掛観音は，「アーチ式石橋の技術として石造文化を知り，構造の強さが伺えた」と各々，実際にそ
の場所に出かけ地域文化に触れることにより様々なことを考えたようだ． 
　この学びから推測されることは，幼少の時から地域の歴史的な文化に触れる機会が少なく，それ
が「文化」への希薄に繋がっていると推測される . よって，この「福祉文化」の授業は，学内では学
べない体験をふまえ五感を通し感じ取ることができる . これが今後の自分の介護オリジナリティを生
み出す基盤となることを理解し，自分の介護観を養うことにつながる．そのことは，社会福祉や介
護福祉の教育方法について，一番ケ瀬が，「教壇に立って今である知識をただ伝えるというあり方で
はない . 本当に行きたい場所に行って，その現場で利用者，働き手とともにすごしながら，それを素
材にお互いに考える . そして次のあり方を生み出すという，そういう方法が最も私は適している」( 一
番ケ瀬，2007，p10) と述べていることからもいえる．最終的なケアは，利用者の気持ちに沿うよう
に実際，利用者が生活している場に共存しなければ何も理解できないということである . ここで，「福
祉文化」は，自分の介護観の前段階 ( 導入 ) を示し利用者理解をするために「地域文化」を理解する
ことが重要である .
　よって，今回の「地域文化」に触れることは大いに自己の介護オリジナリティを確立するために
役立つと考えられる .
表－１　世知原炭鉱資料館
感想・考えたこと
採炭はきついだけの作業と思っていたが，資料館に展示してある写真の人々は皆，笑顔である .
大変な仕事のなかにも笑顔でいるので楽しみを見つけていたと思った（自分だったら，大変だと
直ぐに投げ出すかもしれない）．
炭鉱で働く人たちの活躍があったから、この町や県北の発展は無かった．
昔の人の暮らしを少しだけ知れたので良かった．
今まで純農村の町が，炭鉱一つで人々の生活が変わり発展することが解った．
日本の高度経済成長に伴い，石炭から石油に変わった．このエネルギー資源の移り変わりも一つ
の文化と感じた．
女性も炭鉱で働いており，過酷な労働を虐げられていた事が分かった．
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戦時中では，労力補充のため女性だけの労働になった．しかし，戦後，法律や法規の規定により，
女性や未成年は，労働できなくなった．生活が苦しくなったのではないかと思った．
実習の時に元炭鉱夫の利用者と話をした時に，炭鉱の仕事はきつかったけど，町の発展のため・
家族のためと言われていた．炭鉱で出会った仲間たちととても楽しく働けた．今は離れ離れになっ
て寂しいとも言われていた．
昭和初期から戦後にかけて，服装・道具の発展があることに気づいた．
炭鉱で女性が肌を出して働いている姿は衝撃的であった .
炭鉱についてどのような仕事なのか知らなかったので，何故，女性が働いているのか気になり炭
鉱で働く人の生活について知りたいと思った . 実際調べたら驚く内容であった .
炭鉱で働く女性の姿をみてこの時代では女性のプライバシーや人権を深く考えていないことがわ
かった . 今後，絶対あってはならないと思う .
表－ 2　御橋観音
感想・考えたこと
とても歴史があるところ．緑が沢山有り癒された．
このような場所があることを周知されれば，交流の場や憩いの場になる．
お地蔵さんが沢山有りまた，他の場所と違った空気で涼しく心安らぐ場所だった .
名称は知っていたが，実際にいくと普段見られないものを見た .
身近な場所に自然に囲まれた素晴らしい場所があることに驚いた .
表－ 3　弦掛観音
感想・考えたこと
この奥に石橋群の一つ奥ノ口橋がある．明治・大正・昭和初期に制作された 16 橋のアーチ式石
橋である．これは当時の石工の技術 ( 平戸在住のオランダ人から伝授 ) があり石造文化を知るこ
とができた．
アーチ式石橋であるため，構造の強さが伺えた．
表－ 4　学外授業
感想・考えたこと
世知原町は，歴史と自然が融合している町であった．
炭鉱で発展してきた町が佐世保にあることを知り，まだまだ自分の知らないことが多いことがわ
かった．
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文化に触れると，そこに居住している人々の生活に触れることができることが解ったので，様々
な町の歴史に触れたいと思った．
文化は地域や習慣で異なり，昔から伝わる伝統や宗教が現在に継承されることで「文化」を造り
上げていくことがわかった．
文化を用いると自分たちに有益になり，新しい文化が発生するとそれを融合することでより高度
な文化が発生する．その繰り返しとわかった．
福祉を中心に地域の歴史，地域の活動，文化的な関わりを行うことは，地域の高齢者を尊重し，
暮らしの質や満足度を高め，誰もが安心して生活できる社会を実現することに繋がると思った．
介護を目指す私たちが地域の歴史に触れることは，その当時の実生活を知ることになり有意義で
ある．
福祉は助け合いの精神が必要とされる．施設に入所しても地域密着した生活には，文化を知るこ
とが大事であると分かった．
時代の流れで文化の変化による生活の変化がある．また，昔の生き方，当時の人たちの想いも大
切にしなければ，今の長崎は発展しなかったのではないかと思った．
佐世保にも様々な歴史があることが発見できた．
時代の変化で昔存在していたものが今では無くなっていることに気づいた．しかし，人生の先輩
から体験談などを聞くことによって伝承できることも多くあることが分かった．
世知原町は，歴史を大切にする町であることがわかった．
自分自身で現地に行き，体験したことは五感をフル活用し素晴らしく貴重な体験，時間であった．
他にも歴史を感じる場所を見つけ実際に足を運び長崎の歴史・文化を学びたい．
地域の歴史や生活の知ることで，介護をする上でコミュニケーションが図りやすくなると思っ
た .
この授業を通して，知らなかったことを学ぶことができた .
現在の日本と昔の日本の歴史を比較して，使用道具や生活習慣の違いに気づきました .
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　　　　　図 -5　世知原炭鉱資料館　　　　　　　　　　　　　図 -6　当時の炭鉱夫・婦
 
　　　　　　　図 -7　御橋観音　　　　　　　　　　　　　　　図 -8　御橋観音周辺 (1)
　　　　　図 -9　御橋観音周辺 (2) 　　　　　　　　　　　図 -10　アーチ型石橋（奥ノ口橋）
　（３）平成 24 年度１年生
　①学内学習
　1 年生 21 名に対し，「福祉文化」と「介護福祉」について「介護の基本 B」の科目でも取り上げ，
2 年生の「福祉文化」の科目に繋がることを教授する .
　平成 24 年 7 月，「介護の基本 B」の科目で世代別の生活の相違を理解するために「衣・食・住」
に着目し 5 名～ 6 名の 4 グループ編成で文献収集やインタビュー調査を実施した . その後，各グルー
プは，大正時代から平成時代までの「衣・食・住」についてまとめレポートにし各々，デスカッショ
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ンを実施した . その発表で学生は，各年代でも人の価値観は，社会的な環境の他，その人の生活環境
や生活環境を経験することで大きく変化することが分かったと発表している . 更に，そのことから個
人の価値観は多種多様であり，全く同様な人はいない . 故に，尚更，個人の価値観を理解する事が重
要であることを，実感したと思われる．
　また，表－ 5 より，各世代にインタビューすることでその年代には大きな歴史的背景が影響して
いることに気づいたようである . 例えば，昭和初期世代のインタビューであれば，世界大戦などの戦
争背景が「生活環境」に大きな影響を及ぼしていることを ( 霊的 ) 感じ取り，今後の自分のオリジナ
リティケア ( 生活援助 ) に役立てようという気持ちが芽生えたことである .
②学外学習
インタビュー調査で学んだことをふまえて，地域に密着した介護福祉士になるためには，地域の
ことを周知し，介護福祉士としての介在の方法を構築する必要があると考え，佐世保市地域を各々 7
名の 3 グループで市の北部・中央部・南部と編成しその地域の生活文化を調査した .
　北部は，佐世保市ではなく平戸市，生月市を調査したいという学生意向から平戸市と生月町の調
査に変更した .
　中央部は，佐世保市大野町，戸尾町，三浦町，白南風町，峰坂町，山祇町，八幡町 .
　南部は，三川内町，宮町，早岐町である .
１）平戸・生月
北部では，平戸を知るために「平戸」とはどのようなところなのか文献による事前調査後，地域
住民にインタビュー調査を実施した．調査結果から，「俗信」「禁忌」「縁起もの」の 4 点に絞りレポー
トをまとめた．なかでも介護福祉士として，コミュニケーションを図る際に「俗信」や「昔話」は
回想法に繋がり，そのことが，利用者（高齢者）にとって，いきいきとした生活が過ごせるかもし
れないと思われる．また，学生も知らないことが聞け，勉強になると感じていた .
　例として，「もぐらうち棒」というものがある . １月 14 日に「もぐら打ち」という五穀豊穣の祈願
という意味の行事が行われていた . 子どもたちが棒を持ち，唄を歌いながら近所の玄関先の地面を叩
き，もちなどを貰う行事である . 今では，滅多に見られないが高齢者と子供の交流の機会をもち文化
継承へ誘うことができる . また，そのパイク役も介護福祉士の役割の一つを担うことができると考え
ていた .
　「生月町」では，その島での「暮らし」や「勇魚」を調べ，その中で「食」に注目している . その
一つに「アゴ出し汁」がある .20 ～ 30 年前まではトビウオを漁港一帯で一年分を炭焼きしていた . 今
の若い主婦はそれではなく「顆粒だし」を使用しているので正月の雑煮ぐらいしか「トビウオ」を
使用しなくなったということであった . この「アゴ出し汁」から考えたことは，介護福祉士として管
理栄養士との連携により，「トビウオの炭焼き」ができないか . また，その出し汁で「郷土料理」を
つくりアクティビティケアに繋げないかと考案している .
　この調査を通して，表－ 6 から 38 歳のある女性（かくれキリシタン）の話をもとに，平戸・生月
には「かくれキリシタン」の時代背景が「生活文化」に影響し合っていることも感じ取っていた .
２）佐世保中部
中部では，大野地区の「左石」「泉福寺洞穴」「眼鏡岩」. 戸尾地区では，「三浦教会」「戸尾市場」「防
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空壕跡」. 白南風地区では，峰坂，「山祇神社」．八幡町の「亀山八幡宮」の由来を調査した．学生た
ちは，佐世保市を山と海に囲まれた美しい景観であるが急斜面が多いことから生活移動の不自由さ
を感じている高齢者も多いことに気づいた．この地域は，特色ある史跡や伝承文化を内包しているが，
ほぼ若年層はあまり周知していないことが伺え高齢者の地域住民からは，「もっと人に伝えてほしい」
「若い人たちに伝えていかなければならない」などの声もあった．中でも，眼鏡岩に隣接している西
連寺では，調査日が丁度，11 月 1 日だったことから檀家の女性が神幸祭を催していた．学生もそこ
に加わり，経を上げて頂いた．正座の姿勢や姿勢が悪いと後ろから蹴りを入れられる場面もあり学
生たちは不思議な表情で過ごしていたが「地域文化」と一瞬共有した時間であった．
　調査を通じて地域に存在する特色ある史跡や伝承文化を高齢者から聞き，それを伝承することの
大切さを痛感したとともに，地域参加のすくない現状で，この「生活文化」を伝承する難しさを知っ
た．今後，学生たちは，積極的な地域活動の必要性を考えたと思われる．
３）佐世保南部
南部では，三川内，宮，早岐地区を中心に文化的史跡や地域に根ざす寺社仏閣を調査した．
この文化財を活用するために介護福祉士の介在の方法を考察した．
三川内町は，既に三川内山まちづくり推進事業（表―7）を掲げ地域全体の取り組みがある．また，
薬王寺・上宮下宮神社，宇都宮神社，早岐神社や無窮洞，早岐茶市について調査した . この史跡など
文化財を活用し介護福祉にどのように活かしていくかを検討した . その結果，学生たちは 6 の視点て
まとめた．
ア）コミュニケーションツール ( 共通話題 ) としての活用
利用者の生活歴や地域環境を知ることは，共感性を高めラポール ( 信頼関係）形成に役立ち，会話
の中で利用者の脳の活性化，記憶の想起 ( 回想法 ) に役立てることができる．
イ）地域行事への参加による社会関係性の維持
障害者，高齢者の孤立化を防ぐためには社会との繋がりを保持し更に，新たな出会いによる交流
拡大によって，出かけることの楽しみや生きがいが生じるという意見があった．また，外出ができ
ない利用者は，お土産やその時の様子を伝えると次回は，自分も出かけたいという意欲に繋がり，
でかけるための ADL 向上も図られる．この地域では，早岐茶市があり利用者の手芸品や陶芸品，木
工品，園芸品などの作品を出店として出品することで生きがいに繋がるとの意見もあった．
ウ）知的好奇心の刺激．趣味を通した生きがいの創出
伝統産業である三川内焼では，陶芸教室や絵付けなどの体験がある．それに，高齢者が参加し手
指動かすことで脳の活性化や身体機能の改善が見込めるのと案もあった．
エ）施設などへの慰問，訪問による出張サービスや娯楽の提供
早岐神社でのインタビューより，参道が長い登り坂であるため高齢者の参拝が困難になってきた．
高齢者は「参拝に行きたい」との希望がある．その対策として，宮司が近隣の施設に神事道具を持
ち込み，長寿を祝う神事を実施しているとのことであった．このことから，学生は，高齢者の信仰
心が深いことに驚き，そのような対策や方法も楽しみや心の安定に繋がると感じた．
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オ）昔の遊び，伝統技術や歴史の伝承を通じた子供たちとの交流
史跡や伝統文化の語り部，伝承者として子供たちに関わる事で，子供たちは，高齢者に対し尊敬
の念やいたわりの心を養え，高齢者も社会に対しての存在価値を見出すと考えた．
カ）地域グループによる見守りネットワークの形成
学生は，既に，地域では様々な活動が実施されているが，同種活動グループでの連絡協議会はあ
るが他種活動グループ間では十分な連携が図られていないと感じている．そこで，他種の密な連携
を図るために地域グループの見守りネットワークが必要だと考えられる．そのネットワークの中心
が福祉施設と考えると高齢者の存在価値が見いだせると推測される．
　以上のことをふまえると，学生は，1年間の学びや知識をフル活用し様々な提案をしている．しかし，
独創的なオリジナリティが十分であるとはいいがたい．単に専門的知識や技術だけでなく，利用者
の生活歴，歴史的背景，地域環境，文化や社会資源などを駆使し更なる感性を磨き，独創的介護福
祉計画を提案して欲しいと考える．
表－ 5　インタビュー調査
思ったこと・感じたこと
男女の捉え方に大きな差がある . 高齢者のほとんどは「女より男が強い」「家事は女性」との考え
があった。それに比べ現在は，育児をする男性や社会進出をする女性を認めている . 昔と今の男
女の捉え方ははるかに違う .
時代背景にある戦争と死 . 食料不足や貧困 . 心に深い傷を負った人が今もいることを忘れてはなら
ない .
仕事は，自営業，農業，漁業など第一次産業に就く人が多かった . 就職試験はあまりなかった .
家での手伝いは，40 歳以降の方たちは，手伝うのが当たり前という感覚である . 今の若年層の考
え方と違いがある .
家族形態の変化は，職業形態の影響されていることに気づいた .
各世代にインタビューしたことで，その世代には歴史的背景が影響していることが分かった .
介護させていただく高齢者の方たちには，生きてきた歴史 ( 生活歴 ) がある . その歴史を尊重した
ケアが必要である .
表－ 6　女性へのインタビュー内容
「かくれキリシタン」信者はキリスト教徒とは異なり，表向きは仏教徒である .
「かくれキリシタン」は独自の信仰の形をそのまま変えずに先祖崇拝の進行として息づいている
が，現在は風前の灯となっている .
「つもと」と呼ばれる組があり，その中心となる親の家に集まりオラショ（祈祷文）でお祈りをする .
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その「つもと」は女性が子供の時は 10 組ほど存在したが，中心となる人物（親＝へこ親（注 1））
が亡くなると消え，現在（平成 24 年 11 月）では 1 組である . その組の中でも最も若いのが 60 歳
台である .
「かくれキリシタン」だけに皆が外部には口を硬く閉ざしたまま時間だけが過ぎてきた . 語り部の
方が生きている今しかない . 継承の強い思いにかりたてられた .
現在調査中 . 誰も意味がわからなかった「オラショ」の意味が判りつつある . 今までは分析不能で
あったが，ラテン語で祈りの意＝オラシオからきているのではないかということであった .
近では，「グレゴリオ聖歌」（注 2）ではないかと言われている . 16 ～ 17 世紀のカトリックの祈り（オ
ラシオ）である「グレゴリオ聖歌」がラテン，日本，ポルトガル語が混ざり代々口伝えするうち
に日本語訛りとなって，現在のオラショ祈祷文になったとの説が濃厚
活動は，昔は第一日曜日であったが，現在は年に 2 回，5 月と 11 月に親の家に集まりオラショを
唱えている .
おまぶり（十字架を模ったような白い紙を年 2 回無病息災の意味をこめ食する . 牛など家畜も体
調不良の時には，食させていた .
朝夕だけでなく，昼間も仕事の手を休めお祈りをする .
注１：親＝へこおやは，生後直ぐに決められる信仰上の親のこと . 実際の親以上に節目ごとの様々な
やりとりがある . 親が亡くなった時の米一俵などがそれにあたる .
注 2：グレゴリオ聖歌は，ローマ聖教 ( カトリック教会 ) ラテン語のものであり，スペインの一地方
に唄われる旧聖歌であったが，現在は消滅した . 
表 -7　三川内山まちづくりの 4 つの目標
１　自然や歴史 , 伝統を活かした本物のある里づくり
２　自然と歴史が身近に感じられる落ち着いた雰囲気に囲まれて , 誰もが安全で , 快適に暮
らせる里づくり
３　少しずつゆとりをもってみんなで取り組み , 住民相互のつながり , まちの魅力や活気を
育てていく里づくり
４　三川内焼きやまちの歴史 , 自然 , まちの落ち着いた雰囲気を活用し , 訪れた人が印象に残
る体験ができる里づくり
三川内山地区まちづくり協議会によるワークショップ開催にて策定
ワークショップの様子
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Ⅲ．今後の課題
　平成 21 年度のカリキュラム改訂で厚生労働省は，「介護」を核にしながら「人間と社会」「介護」
「こころとからだのしくみ」の 3 領域構成を介護福士教育としている．また，介護福祉士の資格取得
時に求められる水準として 11 項目からなる「資格取得時の到達目標」( 資料参照 ) を挙げ更に，資格
取得後は，「求められる介護福祉士像」を示している．ここで注目するのが，11 項目の「資格取得時
の到達目標」である．この中で，特に「福祉文化」に関る項目として，「1．他者に共感でき，相手
の立場になって考えられる姿勢を身につける」，「8　利用者ができるだけなじみのある環境で日常的
な生活が送れるよう，利用者一人ひとりの生活している状態を的確に把握し，自立支援に資するサー
ビスを総合的，計画的に提供できる能力を身につける」，「9．円滑なコミュニケーションの取り方の
基本を身につける」，「11．人権擁護の視点，職業倫理を身につける」の 4 点が挙げられる．これは，
座学では学ぶことが出来ない．したがって，本学での「福祉文化」は，学内・学外での学びから，様々
な地域文化を学習したことは今後の介護福祉士としての糧になると考えられる．
　1987 年，介護福祉士の国家資格制度が成立した際に，一番ケ瀬が「国家試験にない科目がカリキュ
ラムから外された．これは，試験に出ないからという．しかし，国家試験を受けて現場に行っても
本当の意味で役に立つ人にはならない」( 一番ケ瀬 ,2007,pp,11-12) と述べている．これは，一番ケ瀬
康子の授業を受講した際にも聞いた言葉である．「心のケア」の必要性を訴えていたにも関わらず国
家試験制度がスタートしてしまった．この社会状況の中で，人をケアするということは，「人対人」
の基本的なことはコミュニケーション能力の問題だけではない．学生のまたは，人の生活環境によっ
て如何にも変化するものである．よって「福祉文化」を通し，その人が居住していた地域をよく知り，
人間理解の一術となる．
　更に，平成 26 年度から「医療」に関する項目の時間数も 50 時間 + α加えられる．確かに，高齢
者に対する医療的処置も必要に迫られているが，介護福祉士は，生活支援の専門職である．松本も
「介護福祉士に求められるのは，マニュアル化したセンスのない介護福祉士よりも，品格や心をもっ
た介護福祉士が求められる．21 世紀は『心の時代』」( 松本．2011．p25) と述べている．そのために
は，「介護」の領域は勿論「人間と社会」の領域でも心理的・精神的側面を担う．このことは尊厳の
あるケアの実践は心のある介護に繋がる．以上のことから基本的な高齢者（利用者）の生活歴から「地
域文化」を知り，理解しようとする姿勢そのものの，過程が重要だと考えられる．人に対する興味
を持ち続けることが大切である．一番ケ瀬が懸念していた，「心のケア」の必要性を痛感する．
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求められる介護福祉士像
尊厳を支えるケアの実践
現場で必要とされる実践的能
力
自立支援を重視し，これから
の介護ニーズ，制作にも対
応できる
施設・地域（在宅）を通じ
た汎用性のある能力
心理的・社会的支援の重視
予防からリハビリテーション，
看取りまで，利用者の状態
の変化に対応できる
多職種協働によるチームケ
ア
一人でも基本的な対応がで
きる
「個別ケア」の実践
利用者・家族，チームに対
するコミュニケ シーョン能力や
的確な記録・記述力
関連領域の基本的な理解
高い倫理性の保持
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
他者に共感でき，相手の立場に立って考え
られる姿勢を身につける
あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護
の知識・技術を習得する
介護実践の根拠を理解する
介護を必要とする人の潜在能力を引き出し，
活用・発揮させることの意義について理解
できる
利用者本位のサ ビースを提供するため，多
職種協働によるチームアプローチの必要性を
理解できる
介護に関する社会保障の制度，施策につ
いての基本的理解ができる
他の職種の役割を理解し，チームに参画す
る能力を養う
利用者ができるだけなじみのある環境で日常
的な生活が送れるよう，利用者一人ひとりの
生活している状態を的確に把握し，自立支
援に資するサ ビースを総合的，計画的に提
供できる能力を身につける
円滑なコミュニケ シーョンの取り方の基本を
身につける
的確な記録・記述の方法を身につける
人権擁護の視点，職業倫理を身につける
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
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